
　

東
京
大
が
２
０
１
６
年
度
か
ら
推
薦
入

試
の
実
施
を
決
定
、
京
都
大
も
同
じ
く
16

年
度
か
ら
特
色
入
試
を
導
入
す
る
こ
と
を

発
表
す
る
な
ど
、
現
在
、
国
立
大
で
入
試

改
革
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
教

育
再
生
実
行
会
議
の
「
高
等
学
校
教
育
と

大
学
教
育
と
の
接
続
・
大
学
入
学
者
選
抜

の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
第
四
次
提
言
）
で

は
、「
能
力
・
意
欲
・
適
性
を
多
面
的
・
総

合
的
に
評
価
・
判
定
す
る
大
学
入
学
者
選

抜
へ
の
転
換
」
が
提
言
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
大
学
入

学
者
選
抜
の
改
善
に
向
け
た
審
議
が
進
行

中
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
向
け
た
入
試
改
革
」
を
全
学
的
に
行

う
と
発
表
し
た
筑
波
大
は
、
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
特
別
入
試
の
実
施
を
決
定
す
る
な
ど
、

そ
の
改
革
内
容
の
先
進
性
が
特
に
注
目
を

集
め
て
い
る
。
筑
波
大
が
ど
の
よ
う
な
学

生
を
求
め
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方

法
の
入
試
を
行
お
う
と
し
て
い
る
か
を
知

る
こ
と
は
、
今
後
の
国
立
大
全
体
の
入
試

改
革
の
動
き
を
展
望
す
る
上
で
１
つ
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
そ
の
詳
細

を
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　

筑
波
大
が
、
学
内
関
係
者
を
構
成
員
と

す
る
「
入
学
者
選
抜
方
法
検
討
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
（
以
下
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）」

を
設
置
し
、
入
試
改
革
の
検
討
に
着
手
し

●全学版アドミッション・ポリシー
「筑波大学は、自立して世界的に活躍できる人材を育成するため、本学の教育を受け
るのに必要な基礎学力を有し、探究心旺盛で積極性・主体性に富む多様な人材を受け
入れます。」

●入試改革の４つのポイント
１.学生の自立性の涵養につながる入学者選抜　
•入学準備プログラム（仮称）、基礎強化プログラム（仮称）の導入
•先導的研究者体験プログラム（ＡＲＥ）の全学的導入

２.入学試験の国際化対応（英語検定試験の導入を含む）　
•国際バカロレア特別入試を含むグローバル入試を全学で実施（国際バカロレア特
別入試は、平成27年4月入学者を対象として、平成26年11月の推薦入試に
併せて、全学で実施する）

•４技能（Reading, Listening, Writing, Speaking）を問うＧＴＥＣ　ＣＢＴ等の英語検
定試験の導入

３.現行入試制度の見直し　
•推薦入試定員比率の段階的引き上げ（40～50％まで）及び新たな基準導入（附属
高校、既卒者、編入学者推薦及び大学教員推薦〈仮称〉）

•学群単位での入試等「大括り化」
•高大院連携プログラム構築（入学後の教育体制とリンク）

４.業務体制の構築　
•大学教育高度化センター（仮称）の設置
•入試業務体制の整備等（アドミッションセンター機能強化等）

●グローバル入試
•国際バカロレア特別入試
•帰国生徒特別入試（入学時期は選択制）
•グローバル30学群英語コース特別入試
•私費外国人留学生入試
•スーパーグローバルハイスクール指定校入試
募集人員：各教育組織で若干名、募集単位：全学、選考方法：面接及び論述試験
アドミッションセンター対応

筑波大が行うグローバル化に向けた入試改革概要図

探
究
心
や
主
体
性
に
富
ん
だ

学
生
を
獲
得
す
る
た
め
に

October  2014

４
技
能
を
問
う
外
部
英
語
検
定
試
験
を
導
入

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
て

筑
波
大
が
推
進
す
る
入
試
改
革
の
内
容
に
迫
る

筑
波
大
で
は
現
在
、「
全
学
版
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
を
設
定
し
、
求
め
る
学
生
像
を
明
確
に
し
た
上
で
、
全
学
的
な
入
試
改
革
に
着
手
し
て
い
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
と
い
う
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
入
試
段
階
か
ら
様
々
な
価
値
観
や
社
会
的
背
景
を
持
つ
学
生
を
獲
得
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
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た
の
は
13
年
５
月
の
こ
と
だ
。
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
の
設
置
に
先
立
ち
、「
全
学
版
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
」
を
、「
筑
波

大
学
は
、
自
立
し
て
世
界
的
に
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
本
学
の
教
育

を
受
け
る
の
に
必
要
な
基
礎
学
力
を
有
し
、

探
究
心
旺
盛
で
積
極
性
・
主
体
性
に
富
む

多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
ま
す
。」
と
設
定

し
た
。
筑
波
大
の
入
学
者
は
、
大
学
の
教

育
を
受
け
る
た
め
の
基
礎
学
力
を
備
え
て

い
る
こ
と
は
当
然
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

加
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
活
躍
す

る
た
め
の
探
究
心
や
主
体
性
に
富
む
人
材

を
求
め
て
い
る
こ
と
を
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
で
明
確
に
定
め
た
。

　

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

＊プロフィールは2014 年 3月時点のものです。

ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
て
入
学
者
を
選
抜

す
る
た
め
に
、「
学
生
の
自
立
性
の
涵
養
に

つ
な
が
る
入
学
者
選
抜
」「
入
学
試
験
の
国

際
化
対
応
」「
現
行
入
試
制
度
の
見
直
し
」

「
業
務
体
制
の
構
築
」
の
４
つ
を
課
題
と
し

て
設
定
し
、
入
試
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
検
討
を
進
め
た
。
そ
し
て
、
13
年
12

月
に
入
試
改
革
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

た
（
図
）。

　

筑
波
大
の
今
回
の
入
試
改
革
の
中
で
最

も
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、「
入
学
試
験

の
国
際
化
対
応
」
だ
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

特
別
入
試
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
入
試
を
全

学
で
実
施
し
、一
般
入
試
や
推
薦
入
試
（
一

部
）で
は
、英
語
の「Reading, Listening, 

W
riting, Speaking

」
の
４
技
能
を
測
る

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ
等
の
英
語
検
定
試
験
を

導
入
す
る
と
発
表
し
た
。

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試
は
、
早
速
、

15
年
度
入
学
生
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

選
考
は
14
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
行

わ
れ
、
合
格
発
表
は
11
月
と
な
る
。
出
願

資
格
は
、国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
以
下
、Ｉ
Ｂ
）

資
格
の
授
与
者
、
あ
る
い
は
授
与
見
込
み

者
で
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
者
、
若
し

く
は
「
日
本
語
Ｂ
（
Ｈ
Ｌ
）」
を
履
修
し
て

い
る
者
で
あ
り
、
な
お
か
つ
指
定
の
科
目

を
履
修
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
に
は
受
験
者

も
合
格
者
も
日
本
人
が
主
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
主
査

を
務
め
た
阿
江
通
良
副
学
長
（
教
育
担
当
）

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
実
施
初
年
度
は
、
恐
ら
く
、
海
外
の
Ｉ

Ｂ
認
定
校
で
教
育
を
受
け
、
大
学
は
日
本

の
大
学
に
進
み
た
い
と
い
う
日
本
人
受
験

生
が
中
心
に
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
は
Ｉ
Ｂ
認
定
校
を
18
年
度

ま
で
に
２
０
０
校
に
増
や
す
と
い
う
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
か
ら
、
い
ず
れ
は

国
内
の
Ｉ
Ｂ
認
定
校
を
卒
業
し
た
日
本
人

受
験
生
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
更

に
、
16
年
度
入
試
以
降
は
、
日
本
語
を
履

修
し
て
い
な
い
外
国
人
受
験
生
に
も
、
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試
へ
の
出
願
資
格

を
与
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
認
定
校
の
卒
業
者
を
対
象
と
し
た

入
試
を
実
施
す
る
大
学
は
他
に
も
あ
り
ま

す
が
、
全
学
規
模
で
展
開
す
る
の
は
本
学

が
初
め
て
で
す
。
今
回
は
実
施
初
年
度
で

あ
る
た
め
、
募
集
人
員
を
各
学
群
・
学
類

と
も
若
干
名
と
し
ま
し
た
が
、
入
試
の
定

着
と
共
に
募
集
人
員
を
確
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

筑
波
大
が
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試

を
導
入
し
た
狙
い
は
、
国
際
的
な
視
野
や

経
験
を
備
え
て
お
り
、
か
つ
Ｉ
Ｂ
認
定
校

で
の
教
育
を
通
し
て
、
自
主
的
に
学
ぶ
・

考
え
る
・
挑
戦
す
る
・
表
現
す
る
と
い
っ

た
力
を
身
に
付
け
て
い
る
学
生
が
、
数
多

く
入
学
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
で
き

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
う
し
た
力
を
備
え

た
学
生
は
、
筑
波
大
が
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ポ
リ
シ
ー
の
中
で
求
め
る
学
生
像
と
し
て

掲
げ
る
「
探
究
心
旺
盛
で
積
極
性
・
主
体

性
に
富
む
多
様
な
人
材
」
に
も
合
致
す
る

も
の
だ
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｂ
認
定
校
出
身
者
と
一
般
の

筑
波
大

理
事
、
副
学
長
（
教
育
担
当
）

阿
江
通
良

あ
え
・
み
ち
よ
し

筑
波
大
体
育
系
教
授
。
専
門
分
野
は
ス

ポ
ー
ツ
科
学
。
学
内
で
は
全
学
学
群
教

育
課
程
委
員
会
委
員
長
、
体
育
専
門
学

群
長
等
を
、
学
外
で
は
、
日
本
体
育
学

会
会
長
、
日
本
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学

会
会
長
等
を
歴
任
。

多
様
な
学
生
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
入
試
改
革
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高
校
出
身
者
が
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
な

が
ら
共
に
学
び
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大

学
教
育
の
質
を
高
め
て
い
く
と
い
う
狙
い

も
あ
る
。
今
後
、
海
外
の
Ｉ
Ｂ
認
定
校
で

資
格
を
取
得
し
た
外
国
人
の
学
生
が
、
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試
を
経
て
入
学
し

て
く
る
ケ
ー
ス
が
増
え
れ
ば
、
多
様
な
価

値
観
・
社
会
的
背
景
を
持
つ
学
生
が
更
に

増
え
、
筑
波
大
で
学
ぶ
こ
と
自
体
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
る
基
盤
を
身
に
付

け
る
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
も
、
本
学
に
は
推
薦
入
試
な

ど
で
Ｉ
Ｂ
認
定
校
出
身
の
学
生
が
入
学
し

て
き
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
特
性
や
必
要
と

な
る
教
育
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
把
握

し
て
い
ま
す
。
本
学
は
元
々
、
留
学
生
が

多
い
大
学
で
す
し
、
教
員
の
中
に
も
、
海

外
の
大
学
で
教
育
・
研
究
に
携
わ
っ
て
き

た
者
が
数
多
く
い
ま
す
。
今
後
、
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試
の
枠
が
広
が
っ
た
と

し
て
も
、
十
分
に
対
応
で
き
る
自
信
が
あ

り
ま
す
」（
阿
江
副
学
長
）

　

前
述
の
よ
う
に
、
政
府
は
、
国
内
の
Ｉ

Ｂ
認
定
校
を
２
０
０
校
に
ま
で
増
や
す
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
筑
波
大
が
先
鞭

を
つ
け
た
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
入
試
は
、
今

後
、
各
大
学
に
広
が
っ
て
い
く
と
予
想
さ

れ
る
。

　

筑
波
大
が
「
入
学
試
験
の
国
際
化
対
応
」

と
し
て
行
っ
た
も
う
１
つ
の
改
革
が
、
英

語
の
「Reading, Listening, W

riting, 
Speaking

」
の
４
技
能
を
測
る
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ
等
の
外
部
の
英
語
検
定
試
験
の
活

用
で
あ
る
。
全
学
で
導
入
す
る
予
定
で
あ

り
、
現
在
各
学
群
・
学
類
で
実
施
時
期
や

活
用
内
容
を
検
討
中
だ
。

　

阿
江
副
学
長
は
、「
日
本
人
が
世
界
で
活

躍
す
る
上
で
、
弱
点
と
な
っ
て
い
る
の
が

英
語
」
と
話
す
。

　
「
本
学
の
学
生
を
見
て
も
、
専
攻
分
野
で

は
極
め
て
高
い
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
英
語
に
苦
手
意
識
が
あ

る
た
め
に
、
留
学
を
た
め
ら
う
学
生
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
英
語
が
出

来
な
い
ば
か
り
に
、世
界
に
飛
躍
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
失
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
国
際
的

な
学
会
で
も
、諸
外
国
の
研
究
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
な
け
れ
ば
、
存
在

感
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
に
お
い
て
、
英
語
力
は
不
可
欠

な
の
で
す
」

　

更
に
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ
等
の
活
用
決

定
に
は
、「
高
校
段
階
ま
で
に
、
生
徒
が
英

語
の
４
技
能
の
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
付

け
ら
れ
る
教
育
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

高
校
の
先
生
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
、
阿
江
副
学
長
は
説
明
す

る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
本
学
で
も
、
よ
り
実
践
的
な

英
語
教
育
を
行
う
た
め
に
、
外
国
語
セ
ン

タ
ー
等
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
校
、
大
学
と
で
４
技
能
を
高
め
る
英
語

教
育
を
継
続
的
に
行
っ
た
上
で
、
大
学
院

段
階
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
で
少
な
く
と
も
５

割
以
上
の
学
生
が
留
学
可
能
な
レ
ベ
ル
を

ク
リ
ア
で
き
る
ま
で
に
育
て
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　

活
用
す
る
外
部
試
験
に
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ
以
外
に
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｐ
（T

est of 
English for A

cadem
ic Purposes

）
な

ど
も
検
討
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ

を
選
ん
だ
理
由
は
、「
高
校
生
を
対
象
と
し

た
試
験
で
あ
り
、
学
習
指
導
要
領
を
基
本

と
し
て
４
技
能
を
測
定
す
る
検
定
で
あ
る

こ
と
」、
そ
し
て
「
地
方
の
高
校
生
で
も
受

検
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
」
が
あ
っ

た
と
い
う
。

　

活
用
法
は
学
群
・
学
類
に
よ
っ
て
異
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
「
求
め
る
学
生
像
や
英
語
力
は
学
群
・
学

類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
か
ら
、
外
部
試

験
の
活
用
も
様
々
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

（
阿
江
副
学
長
）

　

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｃ
Ｂ
Ｔ
等
の
外
部
試
験
で
一

定
の
ス
コ
ア
以
上
で
あ
る
こ
と
を
出
願
の

条
件
と
す
る
学
類
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な

い
学
類
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
セ
ン
タ
ー
試

験
の
英
語
の
代
わ
り
に
外
部
試
験
の
受
検

を
課
す
学
類
、
個
別
学
力
試
験
で
英
語
を

課
し
た
上
で
外
部
試
験
も
課
す
学
類
な
ど
、

様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
だ
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
筑
波
大
で
は
、
従
来

の
セ
ン
タ
ー
試
験
や
個
別
学
力
試
験
で
は

測
る
こ
と
が
難
し
い
英
語
の
４
技
能
の
力

を
、
外
部
試
験
の
活
用
に
よ
っ
て
測
ろ
う

と
し
て
い
る
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
入
試
同

様
、
こ
の
動
き
は
今
後
、
他
大
学
に
も
浸

透
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

筑
波
大
で
は
、
他
に
も
入
試
制
度
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
推
薦
入
試
で
は
、
定
員
比
率
を

全
入
学
定
員
の
40
〜
50
％
に
ま
で
段
階
的

に
引
き
上
げ
て
い
く
。
更
に
、
新
た
な
推

高
大
院
連
携
を
活
用
し
た

推
薦
入
試
も
検
討

４
技
能
の
習
得
度
を
測
る

英
語
検
定
試
験
を
入
試
に
導
入
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薦
入
試
の
方
法
と
し
て
、
附
属
高
校
推
薦

入
試
、
既
卒
者
・
編
入
学
者
推
薦
入
試
、

大
学
教
員
推
薦
入
試
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。

　

こ
の
中
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
大
学
教

員
推
薦
入
試
（
仮
称
）
だ
。
例
え
ば
、
筑

波
大
の
教
員
が
、
出
張
授
業
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
場
で
、
学
問
に
対
す

る
高
い
探
究
心
や
潜
在
能
力
を
持
つ
高
校

生
と
知
り
合
っ
た
と
す
る
。
そ
の
生
徒
を

中
・
長
期
に
わ
た
っ
て
観
察
し
、
筑
波
大

で
学
ぶ
に
足
る
能
力
・
資
質
を
持
っ
て
い

る
と
判
断
し
た
ら
、
そ
の
教
員
が
推
薦
者

と
な
っ
て
大
学
に
生
徒
を
推
薦
す
る
と
い

う
入
試
だ
。
阿
江
副
学
長
は
、「
大
学
教
員

が
、
将
来
有
望
な
高
校
生
を
ス
カ
ウ
ト
す

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
不
正
を
防
ぐ

仕
組
み
を
整
え
た
上
で
、
学
内
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
得
ら
れ
れ
ば
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ

た
い
」
と
意
欲
的
に
語
る
。

　

附
属
高
校
推
薦
入
試
は
、
高
大
院
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

を
構
想
中
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

あ
る
学
問
分
野
に
つ
い
て
高
い
関
心
や
資

質
を
持
つ
附
属
高
校
在
学
中
の
生
徒
を
、

将
来
は
筑
波
大
へ
の
推
薦
入
学
を
経
て
大

学
院
に
進
学
す
る
こ
と
ま
で
見
据
え
て
、

高
校
・
大
学
・
大
学
院
が
連
携
し
な
が
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
、
質
の
高
い
教

育
を
継
続
的
に
施
し
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
だ
。

　

ま
た
、「
入
試
の
大
括
り
化
」
と
し
て
、

従
来
は
学
類
単
位
で
行
っ
て
き
た
入
試
を
、

学
群
単
位
に
改
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
る
。
学
群
単
位
で
入
学
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
群
に
お
い
て
幅
広
い
視
野
や

知
識
を
身
に
付
け
て
か
ら
、
専
門
分
野
と

な
る
学
類
を
選
択
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

だ
。
学
生
が
将
来
ど
の
よ
う
な
分
野
に
進

む
に
し
て
も
、
そ
の
土
台
に
は
領
域
横
断

的
な
知
識
が
必
要
に
な
る
と
い
う
考
え
方

に
よ
る
も
の
だ
。

　

筑
波
大
が
こ
れ
ら
の
入
試
改
革
に
着
手

し
た
狙
い
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
明
記
し
た
「
探
究

心
旺
盛
で
積
極
性
・
主
体
性
に
富
む
多
様

な
人
材
」
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
る
。
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試
の
実
施
や
推
薦

入
試
の
拡
充
は
、
一
般
入
試
で
は
獲
得
で

き
な
い
よ
う
な
多
様
な
学
生
を
確
保
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
現
在
も
、
筑
波
大
は
、

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
入
試
や
国
際

科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
入
試
な
ど
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
入
試
を
実
施
し
て

い
る
。

　
「
こ
れ
ら
の
入
試
で
は
、
１
人
の
受
験
生

に
対
し
て
30
分
か
ら
50
分
近
い
時
間
を
掛

け
て
面
接
を
行
い
、
生
徒
の
志
望
動
機
や

意
欲
、
適
性
を
じ
っ
く
り
見
て
い
ま
す
。

本
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に

沿
っ
た
人
材
を
選
考
す
る
の
に
適
し
た
入

試
方
法
で
す
」（
阿
江
副
学
長
）

　

た
だ
し
、
そ
う
し
た
入
試
で
は
、
学
力

面
で
ば
ら
つ
き
の
あ
る
学
生
が
入
学
し
て

く
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
そ
こ

で
、
筑
波
大
は
、
大
学
教
育
を
受
け
る
た

め
の
基
礎
学
力
が
不
十
分
で
あ
る
学
生
を

対
象
に
、
入
学
前
に
課
題
を
出
す
「
入
学

準
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
。
更
に
、
入
学
後
は
、
特
定
の
科
目

や
分
野
の
知
識
が
不
足
し
て
い
る
学
生
に

対
し
て
、
補
習
授
業
を
行
う
「
基
礎
強
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
仮
称
）
も
全
学
的
に
導
入

す
る
予
定
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
基
礎
学
力
が
不
足
し
て
い

る
学
生
へ
の
手
立
て
を
講
じ
る
一
方
で
、

専
門
領
域
に
お
い
て
大
き
く
伸
び
る
可
能

性
を
持
つ
学
生
に
対
し
て
は
、
早
期
か
ら

特
別
に
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
で
あ
る
「
先
導
的
研
究
者
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
Ａ
Ｒ
Ｅ
）
は
、
１
〜
３

年
生
の
早
い
段
階
か
ら
専
門
分
野
に
つ
い

て
の
高
い
知
識
や
関
心
を
持
つ
学
生
が
、

４
年
生
で
行
う
卒
業
研
究
と
同
様
の
活
動

に
取
り
組
め
る
と
い
う
制
度
だ
。
こ
れ
を

活
用
し
て
研
究
を
行
い
た
い
学
生
は
、
大

学
に
研
究
計
画
書
を
提
出
。
そ
れ
が
受
理

さ
れ
れ
ば
、
学
生
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教

員
が
付
い
て
、
研
究
費
が
支
給
さ
れ
、
４

年
生
で
な
く
て
も
研
究
が
出
来
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
従
来
、
理
系
学
群
の
学
生
を
対

象
に
実
施
し
て
い
た
が
、
13
年
度
か
ら
は

全
学
群
に
対
象
を
広
げ
た
。

　
「
入
試
制
度
を
改
革
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
深
い
探
究
心
や
主
体
性
を
持
つ
学
生

を
獲
得
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
更
に
重
要
な
の
は
、
入
学
し
て
き
た

学
生
に
対
し
て
質
の
高
い
教
育
や
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
大
学
と
し
て
責
任
を
持
っ

て
世
界
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
に
育
て
て

い
く
こ
と
で
す
。
入
試
改
革
と
共
に
、様
々

な
教
育
面
で
の
改
革
も
セ
ッ
ト
で
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
阿
江
副
学
長

は
強
調
す
る
。

　

筑
波
大
は
、「
学
生
の
入
学
後
の
教
育
支

援
」
ま
で
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
今
後
も

入
試
改
革
を
推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

入
試
改
革
と
共
に
教
育
改
革
も

進
め
、
学
生
の
意
欲
に
応
え
る
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